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２００５年９月３０日をもって日本原子力研究所が廃止されたのに伴い、これまで刊行されてきた

JAERIレポート等の原研研究報告書類制度が廃止された。そこで、原研研究報告書類の簡単な歴史

とその検索資料について解説し、これまでに刊行された原研研究報告書類の全刊行リストを付けた。 
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The research and technical reports system of the JAERI was abolished, upon the 
Japan Atomic Energy Research Institute being abolished on 30th September 2005. 
Its short history and its retrieval tools are described briefly. In addition, the entire 
publication list is attached. 
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１．研究報告書類の定義 
 研究・開発によって得られた成果は学協会誌への論文投稿、学会や国際会議等における

口頭発表によって行われるほか、研究報告書類（技術レポート）として刊行されている。

研究報告書類の主な特徴としては、１論文１冊形式でレポート番号を持ち、不定期刊行な

がらも頻繁に刊行されており、雑誌論文と異なり、長さ・形式が自由であり、短期間で刊

行できることなどの特徴がある。日本原子力研究所（以後「原研」と略す。）の研究報告書

類制度は、研究活動によって得られた成果を記録し普及するための制度として 1957 年に導

入され、2005 年 9 月現在、公刊報告書 6 種類が定められていた。 
 公刊報告書として、まとまった内容をもつ研究及び技術を集大成した JAERI-レポートと、

個々の研究開発の成果に重点をおいた JAERI-Research、JAERI-Data/Code、JAERI-Tech、
JAERI-Review、JAERI-Conf の 6 種類があり、いずれも、ラインによる審査を経て刊行さ

れ、JAERI-レポートはさらに所内の研究成果編集委員会の審査を経て刊行されていた。 
 平成 6 年 4 月に改訂された現行の「研究報告書類投稿要領」の定義では、公刊の研究報

告書類の範囲として、「 JAERI-レポート、 JAERI-Research、 JAERI-Data/Code、
JAERI-Tech、JAERI-Review 及び JAERI-Conf があった。 
それぞれの定義は以下のとおりである。 

(1) JAERI-レポートとは、「研究所で得られた成果のうち、まとまった内容を持つ研究及  

び技術の成果又は集大成で研究成果編集委員会の審査を経て広く国内外の学会・産業  

界へ報告する必要のある成果の報告書」、 
(2) JAERI-Research とは、「創意、新規性及び有用性のある研究及び技術の成果に係わ   

る報告書」、 
(3) JAERI-Data/Code とは、「データ、計算コード及びその組合せに係わる成果の報告書」、 
(4) JAERI-Tech とは、「研究、開発、設計等に係わる成果並びに機器の設計及び建設等の技

術資料並びに主要な設備、機器の運転記録及び維持管理等に係わる成果の報告書  

並びに外部機関との契約等に基づき得られた成果」、 
(5) JAERI-Review とは、「研究又は技術に関する事項の調査及びそれらを体系的に取り   

まとめた報告書」、 
(6) JAERI-Conf とは、「研究所が主催又は共催する会議において発表された研究、技術、  

調査及び試験等の報告書」をいう。 
 また、研究報告書類に投稿できる者としては、「研究所の役員及び職員並びに研究所の職

員に関する規定又はその他これに準ずる規定により研究所の業務、研修及び実習に従事す

る者」で「外部機関との契約等に基づき得られた成果であって、著者が職員等でない場合

にあっては、当該研究成果に業務上主要な関連を持つ課又は室の長」と規定されていた。 
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２．研究報告書類の成り立ち 
 制度の移り変わりごとに、1957～1962 年、1962 年～1971 年、1971 年～1994 年、1994
年以降と時代を分け、紹介する。別表「日本原子力研究報告書類の変遷」を参照のこと。 
 
２．１ 1957 年～1967 年 
  研究報告書類の刊行は、研究成果普及のため 1957 年 2 月に導入された「JAERI-レポ

ート制度」に始まる。JAERI レポートは、主題別に番号が区分されていた。JAERI レポー

トは、まとまった研究の成果あるいは重要な結果の報告である「研究報告」、総説、展望、

紹介などを含めた研究の成果及び調査結果をまとめた「調査報告」、研究炉等主要施設の建

設、設計仕様や開発状況等の記録、各部の年報などをまとめた「資料」の 3 つに区分され、

それぞれ通しナンバーを付して刊行した。原研が研究報告書で成果を公表し、普及すると

いう制度を設けた背景には、当時の科学技術分野、特に原子力あるいは航空宇宙分野にお

いて、欧米各国がレポートにより最新の研究成果の報知及び情報交換を図っていたことに

よる。米国では、米国原子力委員会（USAEC）及び連邦政府出版局（PB）等から、多数

のレポートが刊行され、最新の研究情報として広く各国で利用されていた。また、英国で

は原子力研究所（AERE）、フランスでは原子力庁（CEA）及びカナダでは原子力公社（AECL）
のレポートが原子力分野の代表的なレポートとして刊行されていた。 
 研究報告書執筆に係る書式の統一と執筆の参考となる事項をとりまとめた「研究報告書

執筆の手引」を刊行し、1966 年 6 月 1 日には、編集委員会制度が発足し、編集委員会規則

が制定された。 
なお、JAERI-レポートのうち、7000番台の研究所概要は 1963年の年報をもって終了し、

以降は広報から原研の年報として刊行されていた。 
この時期の研究報告書類が持つレポートコード 
(1) JAERI- 

1000～3999 研究成果報告 集大成あるいは研究過程における重要な成果の報告 
    4001～4999 調査報告 総説、展望、紹介を含む 
    5000～5999 年報 
    6000～6999 研究成果の普及、開発状況の紹介、施設利用の手引など 
    7000～7999 研究所概要 
 
２．２ 1967 年～1971 年 
 所内利用の資料のなかで、公開しても差し支えのない内容をもつものは(公

開)JAERI-memo とする新たな制度が発足した（1967 年 2 月に開始され、1970 年 12 月を

以って廃止）。(公開)JAERI-memo は、日本原子力研究所で実施された研究の所内における

検討と利用のために作成された報告書を、とりあえず公開するもので最終報告ではない。 
 なお、JAERI-レポートのうち、4000 番台の調査報告は 1972 年 1 月で、6000 番台の研
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究所資料は 1968 年 12 月で発行を終了している。 
1969 年 11 月、研究報告書類の取り扱いに関して見直しがあり、それまでに刊行された

所内資料を再評価した。この時「公開」とされたものは 10000 番台の番号を付して改めて

マイクロフィッシュ化し、配布された。また、外部発表終了あるいは改訂などの理由で「抹

消」と判断されたものは以後、技術情報部による情報としての取り扱いをしないというも

のであった。 
 この時期の研究報告書類が持つレポートコード 

(1) JAERI- 
(2)(公開)JAERI-memo 

 
２．３ 1971 年～1994 年 
 1971 年 10 月には研究報告書類投稿要領及び同配布要領を制定し、JAERI レポート及

び公開 JAERI-memo を公刊研究報告書とし、その配布を固定配布先機関名簿により行うこ

ととした。これにより、原研の成果の効果的な普及及び配布先機関が作成する資料を交換

により入手する体制を確立した。また、内部資料とレポートコードが類似していた(公

開)JAER1-memo を JAERI-M レポートと改称し、学会や産業界に速報する価値のある成

果をまとめた報告書とした。さらに、公刊研究報告書の質の向上を図るためチェックリス

トを導入してライン審査を義務付けるとともに、JAERI レポートについては、研究や実験

の集大成された報告書で、研究成果編集委員会によるレフェリー審査を導入し、原研の最

もプライオリティの高い研究報告書とした。また、個々の研究報告書に著作権記号＠を表

示し、著作権の保護を図ることとした。同時に「研究報告書類投稿要領」、「研究報告書類

配布要領」が制定され「研究報告書執筆の手引き」が刊行された。研究報告書執筆に係る

書式の統一と執筆の参考となる事項をとりまとめた「研究報告書執筆の手引」は逐次改訂

を重ねたが、1976 年 3 月に、研究報告書のとりまとめ及び普及に関する著作権及び契約等

に基づく報告書の取扱い並びに国際単位系（SI）の採用に関わる事項を盛り込み全面改訂

した。なお、各国で SI が採用されつつある現状を考慮し、1985 年 1 月に、SI 普及の一助

として研究成果編集委員会で「原子力分野における国際単位系（SI）の手引」を編集・刊

行した。 
JAERI-レポートのうち、5000 番台の各部年報も 1975 年で終了し、1979 年まで残った

「Technical Publications by JAERI Staffs」も翌年以降は、レポート番号のつかない定期

刊行物へと変更された。 
 なお、1982 年に JAERI-M レポートの番号系列が 10000 に達したことを契機に、西暦年

を取り入れることになり、4 月より JAERI-M レポートは 82-001 といった西暦年と一連番

号の組み合わせ方式に変更された。  
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この時期の研究報告書類が持つレポートコード 
(1) JAERI- 
(2) JAERI-M 
 
２．４ 1994 年～2002 年 
 時代が経つにつれ、研究成果の報告形態が変化してきた。成果報告の手段として原研所

内の研究報告書への投稿件数が減少してきた一方、学会誌への投稿や、国際会議での研究

発表という形態を利用する場合が増えてきた。また、JAERI-レポートと JAERI-M レポー

トでは、平均年間刊行数（1985 年度－1994 年度）が 3.9 冊と 230.7 冊と大きな差が生まれ

ていた。 
 研究所における研究領域の拡大等にあわせて、研究成果の普及を一層適切に行うことが

必要との判断から、1994 年に「研究報告書類制度」の改訂が行われた。最大の改訂点は、

JAERI-M レポートが、報告内容により次の 5 種類に分割され、表紙デザインも一新した。

これらの改訂の特徴的な点は、契約等により得られた成果を JAERI-Tech として刊行でき

ることを明確にするとともに、原子力分野の研究情報の中で需要の高い会議録のレポート

コード JAERI-Conf シリーズを新設したことである。このレポートコードシリーズで原研

が主催、共催する国際会議等の会議録をとりまとめて刊行することとした。 
 なお、「研究報告書類投稿要領」、「研究報告書類配布要領」、「執筆の手引き」もあわせて

改訂された。 
 この年以降の研究報告書類が持つレポートコード 
(1) JAERI-      研究成果報告 集大成あるいは研究過程における重要な成果の報告 
(2) JAERI-Research  創意、新規性、有用性のある研究／技術の報告 
(3) JAERI-Data/Code データ、計算コードあるいはこれらに関わる成果の報告 
(4) JAERI-Tech    研究、開発や設計にかかわる成果と外部機関との契約に基づいて 

得られた成果の報告 
(5) JAERI-Review   研究、技術に関する事項の調査あるいは体系的な報告 
(6) JAERI-Conf   原研主催／共催の会議発表論文 
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３．研究報告書類の抄録・索引誌 
研究成果の所内外への報知・普及を目的とした二次資料の刊行は、1957 年の「研究発表

一覧」に始まる。その後「原研びぶりお」、「研究成果要旨集」と誌名を変更して継続刊行

し、1973 年から「原研研究成果抄録集」（月刊）となった。また、1964 年から海外へ成果

を紹介する二次資料「Technical Publications by JAERI Staff」（年刊）を刊行していた。

これらの二次資料及び研究報告書をより広範囲にかつ容易に利用できる電子環境下で提供

するために、1996 年 4 月から「原研研究成果抄録集」を、2001 年 2 月から研究報告書の

全文を、また、2001 年 8 月から「Technical Publications by JAERI Staff」を、原研ホー

ムページを介して発信を開始し、冊子体の二次資料の刊行は 2002 年 3 月で終了した。 
 
３．１ JAERI レポート一覧（A4 判：年刊） 
    昭和 37 年度まで 1963 年 5 月 

昭和 41 年度まで 1967 年 9 月（B6 判） 
    昭和 42 年度まで 1968 年 9 月 

昭和 45 年度まで 1971 年 7 月（B6 判）(公開)JAERI-memo リスト付 
    昭和 46 年度まで 1972 年 8 月 (公開)JAERI-memo リスト付（A4 判） 
    昭和 47 年度～  毎年 報告書類のリスト。 
３．２ 研究発表一覧（A4 判：年刊） 
    昭和 32 年度～昭和 41 年度（合本） 
    昭和 42 年度～昭和 47 年度（年刊） 
     JAERI レポートと学協会誌掲載論文のリスト。 
３．３ 原研びぶりお（B5 判） 
    Vol.1  No.1-No.6  1964 年 7 月～12 月 
    Vol.2  No.1-No.12  1965 年 
    Vol.3  No.1-No.8  1966 年 
    Vol.4  No.1-No.5  1967 年 10 月 
     JAERI レポートと外部発表論文の要旨。 
３．４ 研究成果要旨集（所外版）（A4 判：月刊） 
    No.1（1968 年 1 月）～No.38（1972 年） 
      内容は JAERI-レポート、(公開)JAERI-memo 学会誌発表。 
     No.16（1969 年 4 月）から内容は JAERI-レポート、(公開)JAERI-memo のみ。 
     No.30 から JAERI-M 追加。 
     No.30（1971 年 8 月）からは内容は JAERI-レポート、JAERI-M。 
３．５ 原研研究成果抄録集（A4 判：月刊） 
    Vol.1  No.1（1973 年 1 月）～ Vol.30, No.3（2002） 
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３．６ Technical Publications by JAERI Staffs（A4 判：年刊） 
    Vol. 1（1964 年）～Vol.35（2002） 
     最初は JAERI-5011 として発行。 
     Vol.1 は 1956-1964 年のもの。 
     研究報告書と外部発表の英文リスト。 
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４．研究報告書類の閲覧・利用 
JAERI-レポート、JAERI-M、（公開）JAERI-memo、JAERI-Research、JAERI-Data/Code、

JAERI-Tech、JAERI-Review および JAERI-Conf の原本は、現在、日本原子力研究開発機

構の図書館に保管され、広く一般にも閲覧に供されている。さらに、国立国会図書館、科

学技術振興事業団においても原本の閲覧並びに、複写（有償）利用が可能となっているほ

か、国内外の主な研究機関の図書室で閲覧に供されている。 
また、1998 年以降のものについては日本原子力研究開発機構のホームページ（「JAEA の

研究成果」の下の「研究開発成果抄録集」）から本文を含め閲覧が可能である。 
 また、刊行された原研研究報告書類は、㈶原子力弘済会 資料センターでも有償の複写

サービスを行っている。
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５．資料集 
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